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1. 本誌 は､物性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこと を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡掲

載内容 は､研 究 論 文 ､研 究 会 ･匡!際 会 議 な どの事臣告 ､講 義 ノーート､

研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内､ ニ ュー

スを どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いては､原則 と して審査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍めた も

の につ いて は､改訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す るこ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著 者 の承.諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡青紫にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立体 ･"｢｢日､ イ タ リ ック =叫 M､ ゴシ ック "W ''､ ギ リシ ャ文字 "ギ…､

花 文字 ､ 大 文字 ､小 文字等 を赤 です旨定 して下 さい｡又特 に区別 しに

くい O とaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､†(ダガー)と+ (プ ラス)､少と少とWLと¢等 も赤 で寸旨定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 い て下 さい ｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行 の際

の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレーース された もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡図 の寿宿尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf) 以 内 に人 らをい もの ､ その まま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いただ きます｡

図 中 の文字 は才古宇 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上 10部単 位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ月以 内 に納 め て下 さい｡ (郵 便切 手 に よ る受付 は いた し

ません｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます｡
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ニ ュース

〔北海道大学理学部〕

｡談話会

5月 19日 "磁性 と超伝導 〝 熊谷健一氏 (北大理 )

6月 8日 "光で絶縁体を金属にできるか〝 小林浩一氏 (物性研 )

〔東京大学理学部〕

｡人のうごき

海外出張 ｡鈴木増雄 (教授 ) % (月)一% (月) ベルギー,フランス

｡小野嘉之 (助手 ) 91(日)-鰭 (日) ポーランド

〔東京大学教養学部〕

｡談話会

5月 24日 "乱流の秩序構造〝 - その理論的側面 一 高木隆司氏 (東京農工大 )

○セミナー

5月 13日
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6月 10日

"反強磁性三角格子の相転移〝 欺波弘行氏 (物性研 )

"非線形系の諸断面〝 十河清氏 (東大教養 )
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編集後記

編 集 後 記

長 く本誌上で続 けられてきた飯田氏 と近藤氏との論争が,この一年ほど掲載されなくなった

ことを不思議に思われた読者 もおられることと思います｡それは,今月号に載った論争に付 し

た編集部の説明を読んで頂ければわかりますように,編集部の提案により両氏の論文を同時に

掲載 して論争に一応のケリをつけるための準備期間であったわけです｡最終段階でなお若干の

系干余曲折がありましたが,結局このような形で掲載 されることになりました｡ケリをつけたと

いいましても,両氏の意見が一致したというわけではありません｡議論の当否は読者に判断 し

て頂かなければならないと思います｡

この論争は,物理の中味についてだけでなく,論争の仕方などについてもいろいろな問題を

提起 しました｡

論争はなんといっても人間がやるものです｡したがって,たとえそれが科学上の問題に関す

るものであっても,そこに人間的な要素が入 り込むのは当然のことと言わねばなりません｡腹

が立てば腹が立ったなりの言葉がとび出すのは止むを得ないと思います｡いったん言い出すと,

その主張の誤 りが明瞭になっても,卒直に私が間違っていましたといって引っ込むことはなか

なかできない,いわゆる引っ込みがっかないということも,ままあることです｡科学上の論争

なのだからそのような態度はもってのほか,といってしまえばそれまでですが,編集部はそ う

した論争のあり方の問題 も含めて,論文はすべて投稿者の責任において発表されるのだという

立場をとり続けました｡良くも悪 くも,これが ｢物性研究｣のあり方だと思っています(,

この飯田理論の論文発表の問題に関連 して,飯田氏から雑誌のあり方,とくにそのレフェリ

ー制度についてのご意見をお聴きしています｡それは,雑誌は ｢しかるべき｣研究者の論文は,

原則 として掲載を拒否すべきでない,というものです｡もしもこの意見がすべての学術雑誌に

よって受け入れられたとすれば,それは現在の研究業績評価のあり方にも重大な影響を与える

ことになります｡少くとも,そこでは発表論文数 というものが意味を失いますし,それは大変

いいことだと私には思われます｡考え方としては,もしかすると大学入試の問題にも関連する

かも知れません｡入学試験によるケチな能力評価などせずに,入 りたい学生はすべて入れて,

ひとまず大学で勉強する機会を与えるべきではないか,という風に｡ただし,飯田氏のご意見

にある ｢しかるべき｣ という形容詞が私には気になります｡飯田氏のお考えを大学入試に応用

すれば,大学は ｢しかるべき｣高校の卒業生ならすべて受け入れるということになりそうです

ので｡
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物性研究 40-4(198317)

昭和 58年 10月 3日

昭和 59年度研究計画 ･ア トム塑研究員第 1回募集

京都大学基礎物理学研究所

所長 牧 二郎

昭和 59年度の基研研究計画及びア トム型研究員の第 1回募集を

下記の通 り行います｡長期 ･短期 ･モレキュール塑研究計画のほ

かに､従来の枠 にとらわれない新 しい研究計画の応募 も歓迎致 し

ます｡

記

1. 募集内容 長期 ･モレキュール型研究計画については昭

和 59年 4月か ら昭和 60年 3月までに実施

の提案｡短期研究計画については昭和 59年

4月から同年 9月末までに実施の提案｡ア ト

ム型研究員については昭和 59年 4月か ら同

年 9月末までの問の計画｡それぞれの内容は

別紙参照 (必要な場合には基研共同利用事務

室へお問い合せ下さい｡)

2 . 締 切

3 . 宛 先

昭和 58年 12月20日 (火) (必着)

京都市左京区北白川追分町 (〒 606)

京都大学基礎物理学研究所

共同利用事務室

電話 075(751)2111 (氏) (内線)7008
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掲示板

4 . 応募の際はA4判の ｢青焼 き｣･コピーが容易なように薄手の

用紙に黒のボールペ ン又は黒 インクで御記入の上､封筒の表

に研究計画又はア トム型研究員応募 と明記 してお送 り下 きい｡

5. 基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (昭和 59年

1月末頃の予定)で審議決定 します｡
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掲示板

紙

研究計画

長期研究計画

(あるテーマについて数か月から1年にわたって連絡をとり

つつ研究を行なうもので､普通年 1-2回研究会を行なって

いる｡ 但 し内容によっては､1年以上にわたる研究計画を提

案することもできる｡)

短期研究計画

(あるテーマについて数 日間研究会を行なう｡)

モレキュール塑研究計画

(数人が随時連絡をとりつつ研究する｡)

イ)研究テーマとその内容

応募書類はあらか じめ研究部員に配っておき.研究部員会議

で充分討議致 しますので､主旨及び問題点を具体的に書いて

下さい｡

ロ)世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげ､その中の

一人を連絡責任者 として指定 して下さい｡基研研究部員会議

で提案の説明をしていただきますので提案説明者を決めて下

さい｡基研研究部員が参加者にいる場合はなるべ く研究部員

が提案説明にあたって下さい｡

-)研究会及びその他の会合の開催希望時期及び日数

こ)研究会及びその他の会合に参加する研究薯の予定数およびその

地域分布 (この項については第81回研究部員会議議事録

(1981年 7月) 6貢 "研究計画の研究会旅費算定方法に

ついて''をご覧下 さい｡)

ホ)校費の必要額 (項目別に明記 して下さい｡ )
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B ア トム型研究員

ア トム型研究員は大学院生を含む研究者を対象 とし､偶人があ

る期間､当研究所に滞在 して研究を続けていただ̀くものです｡

但 し､特別の事情がある場合には当研究所以外を研究場所とす

る計画も認めております｡これについての詳細は第 54･回研究

部員会議議事鐘 (1971年 11月) 22貢､ …地方大学の研

究条件の改善について"をご覧下さい｡1

イ)所属 ･身分および達縫先

口)研究テーマとその内容

計画の内容､応募の目的をなるべく具体的に御記入下さい｡

他の研究計画 と関連させて申し込まれる場合は､その旨明記

して下さい｡

ノ＼)滞在希望時期及び期間

滞在期間は (A) 1か月程度 (場合によっては2週間程度で

もよい｡)又は (B) 2-3か月程度 (年間 4-5人)の2

巷類 とします｡応募の際はA又は8のどちらの種類を希望チ

るかを明記 して下さい｡応募者が一時期に集中し､基研の堰

容能力をこえる場合は､一部時期の変更をお願いすることも

あります｡ (昭和 57年度の利用者は滞在 1か月 16人､3

週間 3人で した｡)

C 新 しい型の研究計画

従来の研究計画の枠にとらわれない計画も歓迎 してお ります｡

-426-
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第8回京都サマー ･インステ ィチュー ト (KSI'85)

の 企 画 募 集

基礎物理学研究所では､ 1978年 より例年､夏の学校 とワーク小

シ ョップの性格 をもち､国外か らの参加者 も含めた京都 サマー 小

インステ ィチュー ト (KSI)を開催 してきておりますが､ 198乱

年KSIか らは広 く企画を募集す ることと致 しました｡つきまして

は､提案をお持ちの方は積極的に御意見をお知 らせ ください｡次回研

究部員会議 (1984年 1月末頃の予定)において討議の上､適当な

案をとりまとめ､実施 したいと考えてお ります｡

記

1. 提安浦切 : 1983年 12月20円 (火) (必着)

2. 宛 先 : 京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京蓄大学基礎物理学研究所 共同利用事務室

(凪)075-75卜2111 内線7008

3. A4判の ｢青焼き｣ コピーが容易なように薄手の用紙に黒字で

お書 きの上､封筒の表に ｢KSI企画提案｣と明記 してお送 り

ください｡

4･ 御意見 ･御提案l≠なるべ く下記の点についてお書きください｡

a)テーマとその内容 (なるべ く具体的に)

も)実施時期および 日数

C)参加者の対象 と洩模

d)招待 したい研究老ない し講師 (国内 ･国外を問わない)

e)同時期に他の研究概関で開催が計画されている関連分野の企画

(小規模国際研究集会､国際会議等を含む) との関係

f)太KSIを実施する場合の組織 (組織委員会､実行委員会等)

の構成 (人名についての提案を含む)

g)その他の御意見
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参 考

開催時期 7~ - マ 全参加老数 講師数
国 内 国 外 国 ~内 国 ■外

1978年 ParticlePhysicsand 人 人 人 人9月1日～ 129 30 2 ll
5日 AcceleratorProjects

1979年9月8日～ Physicsof 69 15 2 -5
12日 TL,OW-Di皿enSionalSyste.Ds

1980年9月8日-11日 ABlOrPhousSeEliconductors 164 36 3 10

1982年7月12日- 托icTOSCO.picTheoriesof 87 29 7 17
16日 NucleaTCoHectiye光ot ioIIS

1983年9月12日- ChaosandStatisticat 112 24 22 16
15日 Hechanics

1984年 uyna皿icalProblemsin メ-80

8月27日～31日(予定) SolitonSysteJDS

なお､これまでの経過については､研究部員会議議事録 (1977年6月･第71

回以降)を御覧ください｡

1978年の記録は参加者 ･関係分野の研究室等､1979年-1982年の記録

は参加者にお届けしてあります｡1983年の記録は近く刊行される予定です｡
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基研研究部員会議議題募集

来 る 昭 和 5 9 年 1 月 2 6 日 (太 )

2 7 日 (金 ) に 基 研 の 研 究 部 員 会 議 が

行 わ れ る 予 定 で す の で ､ 議 題 が ご ざ い

ま し た ら 議 題 趣 旨 と と も に 昭 和 5 8 年

1 2 月 2 0 日 (火 ) 必 着 で 下 記 に お 申

し 込 み 下 さ い｡

〒606

京都市左京区北 白川追分 町

京都大学基礎物理学研究 所

研究部員会議議長団
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公 募 通 知

基 研 研 究員 を下記によ_り募集いた し･ますので､関係者各位に周

知 方 よ ろ しくお取 り計 らい願いますe

な お ､ご参考までに基研研究員制度内親等 を添付いたします｡

昭和 58年 /0月 3 日

京都大学基薩物理学研究所長

牧 二 郎

記

∴ 応募資格 ノ当研究所において研究に従事することのできる

者で､採用時に博士の学位を取得 している者ま

たは博士課程に 3年以上在学 した者であって､

かつ､常勤飴な職についオいない者 (博士課程

に在学中の場合は採用時に退学 していただきま

す｡ )

ヱ 採用人員

3.t採用期間

3･名

昭和 59年 4E月 ′日より/ヶ年問 とするが､場

合により/ヶ年に限 り更新することができる｡

V. 待 .遇 日本学術振興会奨 励研究員制度による奨励金と

同額以内を支給する'

ただし､･蕩川記念財団奨学生に採用された場

合は､湯川翼学金 と合わせて周 奨励金 と同額が

支給される｡

jT. 公募締切 昭和58年●/2月 /0日(土 )必着

占. 選 嘉 昭和5ヶ年 /月未開催の基礎物理学研究所運営
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委員会において決定 し､本人に通知する｡

?. 応募畜類 ィ､申込畜 (別就様式による )

ロ､履歴轟

ハ､発表論文 リス ト(共著論文の場合は共著者 ､

名 を明記すること｡ )

こ､主な論文別刷

ホ､研究計画 (なるべ く具体的に記すこと )

以上各2部

8: 宛 先 苧 占0占 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所長

牧 二 郎

追 記 ′ 湯川記念財団奨学生に応募する者は､上記

応募書類の うちロ.-ホは不必要です｡

ヱ 基研研究員応募 と朱番のこと｡

ヱ 応募畜類はお返 しいた しません｡

V. 詳細は基礎物理学研究所共同利用事務室に

問い合わせのこと｡

電蓄075(75/)2///(代)(内線)7008
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基 研 研 究 員 制 度 内 規

第 1粂 基礎物理学研究所に若干名 の基研研究員 (以下 ｢研究員｣

とい う｡ )を採用する｡

研究員に採用 される者は､博士の学位 を取得 した者または博

士課程に 3年以上在学 した者で､かつ､常勤的な職についてい

ない著 とする｡ ただ し､採用期間 中は博士課程に在学すること

はできない｡

第 2条 研究員は､基礎物理学研究所において研究に従事するも̀

のとする｡

第 3条 研究員の任期は /ヶ年 とす るO ただ し､場合によりその

任期を /ケ年以内に限 り更新する ことができる｡

第4条 研究員には､ 日本学術振興会奨励研究員制度による奨励

金 と同額以内の給与 を支給する｡

第 5条 採園は公募に よるもの とし､候補者の選考は基礎物理学

研究所運営委員会において行 う｡

第 6条 本内規の運用につき必要な事項は基礎物理学研究所協議

員会において定める｡

附 則

この内規は昭和 55年 /2月CL日協議員会において制定
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基 研 研 究 員 制 度 の 運 用 に つ い て

昭和∫5年/2月8日協議員会決定

昭和Sd年/0月/2日一部改正

本制度は当分の問､･下記のとお り運用する｡

記

/. 研究員の総数は､毎年度約 3名 とする.

2. 本研究員に採用された者は､原則 として湯川記念財団奨学

生の候補に推せんされるものとし､岡安学生に採用された場

合は､湯川奨学金 と合わせて 日卒学術振興会奨励研究員制度

による奨励金 と同数が支給される｡

3. 研究員任期の更新 (/年以内 )については､各年度後半の

適当な時期に､個々の研究員について審査の うえ､本人に通

知する｡

a. 欠員を生 じた場合は､年度途中において公募を行 うことが

できる｡
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( 別 紙 様 式 )

昭和 年 月 日

基 研 研 究 員 申 込 蕃

このたび､別紙関係畜類 を添えて一基研研究員に応募 しますか ら

よろ しくお願いします｡

氏 一 名

生年月日

最終学歴

現在の所属および身分

研究分野

連絡先 (守 )

京都大学基淀物理学研究所長

敬
亡≡≡≡:二1
_-千

TEE

郎 殿
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ した が って､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい.

なお新規 入 会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費 以外 に入会金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 いが困難 の向 きは 1volume 分 ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠 慮 下 さい)

なお通信欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい｡

雑清志購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､必 ず会 員本

人 の名 前 を明記 して下 さい｡
3. 送本 中止 の場 合 :次 の volumeよ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か を らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 を く 2

vols.以上 の会･費 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す るこ とにを

って い ます の で･御留 意 下 さい｡

5. 一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人 宛 送本 中 に大 学等 で一括 配布 を受 け

る様 にを った場 合 は､必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の通

知 を して下 さ い ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡

6. 送 本 先変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変更 等 によ り送本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先変更 届 を提 出 して下 さい｡
学校 ､研 究所 等機 関会 員

1. 会 費 :学校 ･研究 所等 での入会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ を し､代金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入 会金 は不用 です｡ 学才交､研 究所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に請 求 ､ 見積 ､納 品書が各 何 通 必要 か をお知 らせ 下 さい｡

な お､ 当会 の請 求 書類 で は支払 いがで きをい様 で した ら､貴校 ､

貴 研究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発行途 上 に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の 場合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい｡

物 性 研 究刊 行 会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分町 京 都 大学湯 川記念館 内

℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540(直 通)
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